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東北大学公共政策大学院 院生に聞く 

これが私たちの大学院 

 

 

 

二
○
一
二
年
一
月
二
四
日
、

東
北
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の

学
生
七
人
が
、
村
井
嘉
浩
宮
城

県
知
事
に
対
し
て
、「
東
北
広
域

連
合
」
創
設
に
関
す
る
提
言
書

を
渡
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
発
生

し
た
問
題
と
そ
れ
以
前
か
ら
東

北
地
方
に
存
在
し
て
い
た
問
題

に
対
処
す
る
う
え
で
、
東
北
六

県
が
全
体
に
メ
リ
ッ
ト
あ
る
施

策
を
、
と
い
う
こ
と
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今

回
は
、
提
言
書
を
作
成
し
た
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
東
北
大
学
公
共

政
策
大
学
院
の
小
阪
貴
之
君
、

森
本
直
樹
君
、
小
土
井
一
洋
君

に
、
主
に
作
成
時
の
状
況
、
学

生
側
か
ら
み
た
東
北
大
学
公
共

政
策
大
学
院
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。 

  

東
北
大
学
公
共
政
策
大
学
院

に
お
い
て
は
、
学
生
は
入
学
直

後
に
各
々
が
好
き
な
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
中
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
通
年
で
研
究
し
た

う
え
で
、
最
終
的
に
論
文
を
ま
と
め
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
中
間
発
表
会
、
最
終
発
表

会
と
二
回
ほ
ど
報
告
会
が
催
さ
れ
、
研
究
成
果
を
院
内

で
発
表
す
る
。
そ
こ
で
は
教
授
か
ら
専
門
的
か
つ
厳
し

い
質
問
が
飛
ん
で
く
る
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
大
き
な

試
練
と
な
る
が
、
同
時
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

向
上
の
契
機
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
、
本

来
な
ら
ば
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
例
年
一
二
月
に
最
終
発
表
会
が
あ
り
、
一
月
に
論

文
を
提
出
す
る
の
が
定
例
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
東
日

本
大
震
災
の
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ー
ト
が

六
月
と
な
っ
た
こ
と
で
、
最
終
発
表
会
、
論
文
提
出
が

そ
れ
ぞ
れ
一
月
、
三
月
に
ず
れ
込
ん
だ
。 

 

先
述
の
提
言
を
作
成
し
た
の
は
、
東
北
大
学
公
共
政

策
大
学
院
に
四
つ
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
う
ち
の
一

つ
で
、
一
年
を
通
し
て
法
改
正
も
含
め
た
東
北
地
方
の

新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
て
き
た
。
因
み
に
、
他
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
防
災
法
の
法
改
正
や
ラ
オ
ス
に
お

け
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 

 

今
回
、
小
阪
君
達
が
東
北
広
域
連
携
に
焦
点
を
当
て

た
の
は
、
東
北
六
県
の
意
思
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と

に
対
す
る
問
題
意
識
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
西

に
お
い
て
は
周
知
の
通
り
、
関
西
広
域
連
合
の
議
論
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
。
対
照
的
に
、
東
北
地
方
は
そ
の

よ
う
な
動
き
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
彼
ら

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ

六
県
の
力
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
住
民
の

安
全
、
安
心
、
希
望
を
創
出
す
る
観
点
か
ら
防
災
、
医

療
、
産
業
の
三
つ
に
つ
い
て
広
域
連
合
で
取
り
組
む
べ

き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
①
広
域
防
災
拠
点

の
設
置
、
②
広
域
防
災
訓
練
の
実
施
、
③
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
共
同
運
航
、
④
東
北
遠
隔
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
⑤
地
熱
産
業
拠
点
の
構
築
、
⑥
東
北
「
新
商
品
」

認
定
制
度
の
創
設
、
⑦
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
創
設

の
七
つ
の
具
体
的
な
事
務
を
一
人
一
つ
ず
つ
提
案
し
た
。

さ
ら
に
、
議
会
制
度
を
含
む
東
北
広
域
連
合
の
組
織
体

制
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
総
じ
て
、
関

西
広
域
連
合
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア

が
多
々
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
じ
っ
く
り
知
恵
を
絞
っ

た
跡
が
う
か
が
え
る
提
言
で
あ
っ
た
。 

政
策
の
作
成
に
際
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
各
地
へ
と
奔
走
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
先
進
事

例
で
あ
る
関
西
広
域
連
合
の
実
態
を
調
べ
る
べ
く
、
山

田
啓
二
京
都
府
知
事
、
増
田
寛
也
元
岩
手
県
知
事
、
寺

田
典
城
参
議
院
議
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
他
、

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
分
野
の
研
究
に
当
た
り
、

各
自
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
敢

行
し
た
。
小
阪
君
の
場
合
は
、
自
身
の
担
当
で
あ
る
地

熱
発
電
の
研
究
を
す
る
に
当
た
り
、
電
力
会
社
、
地

熱
発
電
所
、
市
役
所
等
実
に
二
○
カ
所
に
足
を
運
ん

で
い
る
。 
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小
土
井
君
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
担
当
し
、

仙
台
銀
行
等
の
金
融
機
関
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

因
み
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
大
学
院

内
の
「
政
策
調
査
の
技
法
」
と
い
う
授
業
で
学
ぶ
。
そ

こ
で
は
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
、
後
に
そ
れ
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
む
中
で
、
苦
労
し
た
点

は
、
広
域
連
合
の
組
織
の
中
で
い
か
な
る
事
務
を
扱
う

か
で
あ
る
。
東
北
六
県
の
意
思
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
が

故
に
、
六
県
す
べ
て
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
事
務

を
考
え
出
す
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
そ
し
て
一
番
の
骨

折
り
処
は
、
何
と
言
っ
て
も
他
の
活
動
と
並
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
だ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
比
重
は
大

き
く
、
ま
た
普
段
の
授
業
は
当
然
の
よ
う
に
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
就
職
活
動
に
も
追
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
両
立
さ

せ
る
の
は
至
難
の
わ
ざ
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

誰
か
に
負
担
が
集
中
し
が
ち
で
あ
る
が
、
各
人
が
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し

て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

今
回
の
政
策
提
言
は
、
河
北
新
報
に
三
回
掲
載
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
一
回
は
社
説
（
二
○
一
二
年
二
月
六
日

朝
刊
付
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
他
に
も
、
仙
台
青
年

会
議
所
か
ら
発
表
を
要
請
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
仙
台

市
及
び
東
北
経
済
産
業
局
に
も
提
言
を
提
出
し
、
ま
た

時
事
通
信
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
も
出
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
提
言
は
、
引
っ
張
り
ダ
コ
で
あ
り
、
一
年
間
苦
労

を
重
ね
た
成
果
が
し
っ
か
り
表
れ
て
い
る
。
森
本
君
は
、

こ
れ
を
契
機
に
、
東
北
地
方
に
お
け
る
広
域
連
携
の
議

論
が
深
ま
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
小

阪
君
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
地
方
自
治
に
対

す
る
関
心
は
湧
い
て
き
た
、
と
感
想
を
漏
ら
す
。
な
お
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
東
北
広
域
連
携
の
研
究
は

今
月
で
終
了
す
る
。
来
年
度
か
ら
は
各
自
が
興
味
の
あ

る
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
だ
。 

最
後
に
、
三
人
が
、
東
北
大
学
公
共
政
策
大
学
院
に

何
を
望
ん
で
い
る
か
聞
い
た
。
小
土
井
君
は
、
オ
ー
プ

ン
に
様
々
な
と
こ
ろ
へ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
け
る

よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
非
常
に
た
め
に
な
る
も
の
の
、
実

務
の
場
で
も
経
験
を
積
み
た
い
、
と
ど
こ
ま
で
も
貪
欲

な
姿
勢
を
隠
さ
な
い
。
昨
年
は
、
人
事
院
主
催
の
霞
が

関
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
に
第
一
号
と
し
て
三
名
派
遣
さ
れ

た
。
ま
た
、
公
式
に
公
共
政
策
大
学
院
内
の
交
流
を
始

め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
小
阪
君
。
交
換
留
学

を
制
度
と
し
て
創
設
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。 

 

今
回
の
取
材
で
は
、
同
じ
公
共
政
策
大
学
院
で
も
千

差
万
別
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
東
北
大
学
公
共
政

策
大
学
院
の
最
大
の
特
色
は
、
や
は
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
あ
ろ
う
。
少
人
数
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
特
定
の
テ

ー
マ
を
通
年
で
研
究
す
る
。
そ
こ
で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
や
発
表
会
を
経
験
す
る
た
め
、
培
わ
れ
る
も
の
は
計

り
知
れ
な
い
。
そ
し
て
今
回
の
知
事
に
対
す
る
提
言
は
、

実
務
家
要
請
を
掲
げ
る
公
共
政
策
大
学
院
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
私
自
身
、
公
共
政
策
大

学
院
の
学
生
は
、
積
極
的
に
研
究
成
果
を
外
に
発
信
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
最
後
に
、
公
共
政
策

大
学
院
間
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
望

む
。
（
文
責 

矢
野
智
史
） 

東北大学公共政策大学院の学生（右手、左から小阪君、森本君、小土井君） 


